
第第744744号　号　20252025年３月１日年３月１日（土（土））

●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。

（毎月１日発行）（毎月１日発行）
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☆組織の概況（1月31日現在）　組合員総数　5万0168人（1月の新加入者141人）　出資金総額　15億5051万4700円（1人平均　3万0906円）

コ ムラ
　
日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

知
ら
せ
は
今
に
も
核
兵
器
が
使

わ
れ
そ
う
な
危
機
の
な
か
で
、

世
界
に
希
望
を
与
え
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
私
は
健
生
病
院

に
通
院
さ
れ
て
い
た
被
爆
者
の

方
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。「
核

兵
器
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も

の
」と
の
声
が
胸
に
響
き
ま
す
。

▼
日
本
被
団
協
は
１
９
５
６
年

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。「
核
兵

器
廃
絶
」「
国
家
補
償
と
し
て

の
援
護
法
制
定
」
の
要
求
を
掲

げ
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

何
十
万
人
と
い
う
死
没
者
に
対

す
る
補
償
は
一
切
な
く
、
政
府

は
国
家
補
償
を
拒
み
続
け
て
い

ま
す
。
過
去
の
戦
争
に
ど
う
向

き
合
う
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。▼
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り

な
が
ら
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
は
お
ろ
か
、
禁
止
条
約
締
約

国
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
さ
え
も
拒
む
政
府
。
軍
事
費

を
大
幅
に
増
や
し
、
急
激
に
戦

争
の
準
備
を
す
す
め
て
い
る
現

実
。
も
は
や
政
治
を
変
え
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

平
和
を
愛
す
る
仲
間
と
活
動
を

続
け
ま
す
。
被
爆
者
の
願
い
が

叶
う
ま
で
。

�

（
理
事
・
佐
藤　
久
）

な
で
共
有
し
よ
う

　
　
　
●�「
協
同
組
合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
声
明
」

に
つ
い
て
学
習
し
よ
う

　
　
　
●�

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
た
自
組
織
の
取
り
組
み
を
学

習
し
よ
う

2
実
践
●�

学
び
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
課

題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
さ
ら

な
る
実
践
に
つ
な
げ
よ
う

3
発
信
●�

組
合
員
・
役
職
員
の
学
び
、
実

践
を
社
会
に
発
信
し
よ
う

盟
し
て
お
り
、
加
盟
組
織
の
組
合
員
の
総

数
は
10
億
人
に
及
び
ま
す
。
津
軽
保
健
生

協
組
合
員
も
そ
の
う
ち
の
一
人
で
す
。
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
国
連
に
登
録
さ
れ
た
世
界
最
大
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
で
あ
り
、
日
本

で
は
全
国
の
生
協
が
加
盟
す
る
日
本
生
協

連
の
ほ
か
、
全
農
、
全
漁
連
、
全
労
済
な

ど
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　
学
び
・
実
践
し
・
発
信
す
る

�

取
り
組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
　

1
学
び
●�

２
０
２
５
国
際
協
同
組
合
年
に

つ
い
て
組
合
員
・
役
職
員
み
ん

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）

　
八
月　
住
吉
町　
割
烹
「
中
三
」
に
津

川
武
一
医
師
が
間
借
り
し
て
診
療
を
は
じ

め
る
。

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）

　
六
月　
代
官
町
に「
津
川
診
療
所
」を

開
設

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十
五
年
）

　
五
月　
親
方
町
に
津
川
診
療
所
を
移
転

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
年
）

　
三
月　
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
が

発
足

　
七
月　
品
川
町
に
津
川
医
院
を
開
設　

こ
の
品
川
町
の
津
川
医
院
が
津
軽
保
健
生

協
誕
生
の
地
と
な
っ
た
。
弘
大
医
学
部
を

レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
で
追
わ
れ
た
引
田
一
雄

（
外
科
）、
東
北
大
の
中
谷
敏
太
郎
（
内

科
）
と
津
川
武
一
の
三
名
の
医
師
で
診
療

を
行
う
。

　
十
一
月　
生
活
協
同
組
合
を
つ
く
る
た

め
の
具
体
的
な

検
討
と
組
織
化

が
進
み
だ
し

た
。「
個
人
開

業
医
で
は
限
界

が
あ
る
。
大
衆

と
と
も
に
医
療

の
仕
事
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に

は
大
衆
的
な
運

営
を
可
能
に
す
る
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」。
津
軽
は
戦
前
か
ら
消
費
組
合
運

動
、
無
産
者
診
療
所
の
運
動
が
さ
か
ん
で

あ
っ
た
。
岩
淵
謙
一
氏
と
い
う
先
駆
的
医

師
の
経
験
を
く
み
取
っ
た
。

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
年
）

　
二
月　
津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
誕
生

　
二
月
二
十
四
日
、
津
軽
保
健
生
活
協
同

組
合
が
誕
生
。
割
烹
「
中
三
」
で
三
上
齋

太
郎
氏
を
議
長
に
結
成
総
会
が
開
か
れ

る
。
組
合
員
八
百
人
、
出
資
金
四
十
万

円
、
出
資
金
一
口
二
百
円
か
ら
五
万
円
の

あ
い
だ
と
さ
れ
た
。
組
合
長
に
は
津
川
武

一
が
就
任
し
た
。

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
）

　
四
月　
組
合
機
関
紙
「
健
康
」
創
刊

全
日
本
民
主
医

療
機
関
連
合
会

が
発
足

　
こ
の
よ
う
な

い
き
さ
つ
か

ら
、
津
軽
保
健

生
協
は
73
年
前

に
誕
生
し
、
今

に
至
っ
て
い
ま

す
。

『
医
療
を
民
衆
の

手
に
＝
五
十
年
の

と
き
を
超
え
て
』

か
ら
一
部
引
用
。

を
考
え
て
い
き
た
い
、
な
ど
の
話
し
合
い

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
は
協
同
組
合
の
年

２
０
２
５
年
は
協
同
組
合
の
年

　
国
連
は
、
持
続
可
能
な
食
料
生
産
と
消

費
、
食
料
安
全
保
障
、
気
候
変
動
対
策
、

医
療
・
福
祉
、
働
き
が
い
が
あ
る
仕
事
の

創
出
、
す
べ
て
の
人
が
参
加
で
き
る
社
会

づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
貢
献

し
て
い
る
協
同
組
合
を
評
価
し
ま
し
た
。

そ
の
認
知
度
の
向
上
と
協
同
組
合
の
振
興

の
た
め
に
、
２
０
２
５
年
を
「
国
際
協
同

組
合
年（IYC

＝International Year 
of C

ooperatives

）」
に
定
め
ま
し
た
。

世
界
に
広
が
る
「
協
同
組
合
」

世
界
に
広
が
る
「
協
同
組
合
」

　
世
界
各
国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
協
同
組
合

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
協
同
組
合
も
、
参
加

す
る
組
合
員
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に

人
々
が
自
発
的
に
手
を
結
ん
だ
非
営
利
の

組
織
で
す
。
生
協
（
生
活
協
同
組
合
）
も

数
あ
る
協
同
組
合
の
ひ
と
つ
で
す
。
生
協

以
外
で
は
、
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同

組
合
、
森
林
組
合
、
事
業
協
同
組
合
、
労

働
者
協
同
組
合
、
信
用
協
同
組
合
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
協
同
組
合
が
大
切
に
す
る
平
等
、
公

正
、
連
帯
と
い
う
価
値
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
と
合
致
し
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目

標
は
協
同
組
合
事
業
の
中
で
貢
献
で
き
る

も
の
ば
か
り
で
す
。
国
連
は
こ
の
貢
献
を

評
価
し
、
協
同
組
合
に
よ
る
社
会
発
展
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

世
界
の
組
合
員
は

世
界
の
組
合
員
は
1010
億
人
億
人

　
世
界
各
国
の
協
同
組
合
が
つ
く
る
国
際

組
織
と
し
て
国
際
協
同
組
合
同
盟
（
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
は
世
界
１

１
２
か
国
か
ら
３
１
８
の
協
同
組
合
が
加

　
「
青
森
県
生
協
連
・
新
春
セ
ミ
ナ
ー
２

０
２
５
」
が
１
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
の
岸
本
氏
の
講
演
を
紹
介
し
ま
す
。

協
同
組
合
ネ
ッ
ト
北
海
道
の

協
同
組
合
ネ
ッ
ト
北
海
道
の

��

取
り
組
み

取
り
組
み

　
北
海
道
で
は
、
山
積
す
る
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
、
協
同
組
合
同
士
が
連
携
し

て
解
決
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
２
０
２
０

年
に
協
同
組
合
ネ
ッ
ト
北
海
道
（
16
組
織

加
入
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
協
同
組
合
間

の
相
互
理
解
を
深
め
、「
ゆ
る
や
か
」「
あ
い

の
り
」「
や
っ
て
み
る
」を
テ
ー
マ
に
多
く

の
連
携
事
業
を
計
画
・
実
行
し
、
活
発
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
内
全

世
帯
の
約
80
％
が
協
同
組
合
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
を
活
か
し
、
大
規
模
な
社
会
貢

献
事
業
や
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
、
職
員
交
流

や
合
同
採
用
説
明
会
、
北
海
道
大
学
で
の

講
座
開
講
な
ど
、
協
同
組
合
間
の
連
携
に

よ
り
地
域
住
民
や
行
政
を
巻
き
込
ん
だ
大

き
な
う
ね
り
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

～
講
演
終
了
後
～

　
参
加
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
協
同
組
合
の
職

員
・
組
合
員
で
グ
ル
ー
プ
交
流
が
行
わ

れ
、
青
森
県
で
も
２
０
２
５
国
際
協
同
組

合
年
を
機
に
協
同
組
合
間
連
携
の
可
能
性

今
年
は

 

国
際
協
同
組
合
年

北海道生協連事務局長　岸本敬一 氏

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
の
看
板

の
前
で
　
中
央 

津
川
医
師

「
健
康
」
創
刊
号 津川武一 医師

73
年
前 

津
軽
保
健
は
生
活
協
同
組
合
に
な
っ
た
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　2025年４月より、津軽保健生協　各事業所にて提供している健診料金
およびコース内容が改訂されます。健診料金はこれまで価格改定をせず据
え置きとしましたが、検査材料の高騰や検査項目を見直したことでこの度
の改定を実施することとなりました。各事業所共通の変更項目は、①これ
まで一般健診として実施をしていた3,300円コースを廃止、7,700円コー
スを 10,560 円へ値上げ②組合健診を 5,500 円から 8,800 円への値上げ
といたします。
　また、健生病院で受けることができる人間ドックを組合員価格 33,000
円から 39,000 円、非組合員価格 36,300 円から 43,000 円へ値上げい
たします。組合員健診には聴力・便潜血等の検査、人間ドックには聴力・
眼底眼圧・肺機能等の検査が新たに追加されることとなりました。
　４月からの健診料金・検査項目の詳細は健生病院の健診科HP（二次元
コード）に掲載しておりますのでご覧ください。

物価高騰が続く今だからこそ、健診を受けましょう �
　2022年厚生労働省『労働安全衛生法に基づく定期健康診断』による
と、企業（事業所）が健康診断を実施することは労働安全衛生法により国
で定められた義務ですが、健診の実施率 91.9％・受診率 81.5％と共に
100％を下回っています。一方で市町村国保の特定健診（いわゆる自治体
から受診券が送られる健診）では、2021年度の青森県の受診率は
35.2％（全国平均 36.4％）と、企業で実施する健診と大きな乖離があり
ます。各都道府県は市町村国保の方の受診率を上げるために様々な取り組
みを実施しています。本県でも「短命県返上」のスローガンのもと、県内
各地で年間を通して健康への興味をもっていただくイベントなどが開催さ
れています。
　現在何かの疾病で通院されている方も「自分は定期的に受診しているか
ら大丈夫」と思わず、健診を受けましょう。定期受診の際の検査は、健診
の内容を網羅しているわけではありません。自覚症状が出てからでは遅い
場合もあります。昨今のめざましい物価高騰は家計への影響がとても大き
い状況です。健診を定期的に受診することは疾病の予防・早期治療を可能

にし、健康を守るだけでなく、将来かかる医療費を安くする
ことにつながります。企業健診の方も、国保特定健診・後期
高齢健診の方も年 1回の健診受診を目指しましょう。

　弘前市民にとって昨年８月末、老
舗百貨店の突然の閉店は驚くべき出
来事ではなかったでしょうか。私は
その日、その店のドアに付箋が一つ
貼られているのを見つけました。「本
を買ったりラーメンを食べたり、想
い出がありとても悲しいです。また
ラーメンを食べたいです」と書かれ
た付箋。その言葉には、単なる食べ
物以上の意味が込められているよう
でした。そのラーメンは、ただの料
理ではなく、一緒に過ごした人との
笑顔や会話、特別な時間の象徴だっ
たのかもしれません。その人の記憶
の中で、ラーメンは大切な瞬間をつ
なぎとめる存在だったのです。その
ラーメンとは弘前の“ソウルフー
ド”、地元で愛される一杯です。
　閉店から２ヶ月後、“ソウルフー
ド”は新たな場所で復活を果たしま
した。元スタッフが再雇用され、以
前の味と記憶を引き継ぎながら、新
たな一歩を踏み出しています。きっ
と、あの付箋を書いた人も喜んでい
ることでしょう。この出来事は、失っ
たものを乗り越え、そして変化に対
応して新たな未来をつくる可能性を
示しています。
　回復期リハビリテーション医療に
も、同じような意義が存在します。
病気や事故による障害は、多くの場
合、突然やってきます。それはまる

で、愛されてきた店が突然姿を消し
てしまったように衝撃的で、時に心
の拠り所を失う感覚を伴います。回
復期リハビリテーション医療は、障
害を受け入れ、新しい自分と新しい
生活を作り上げるための場を提供し
ます。例えば、利き手である右手に
麻痺が残った患者さんが左手を使い
こなせるようになり、再び自分で食
事をとる姿はその一例です。
　回復期における私たちリハビリ
テーション科医は、原疾患の再発予
防や併存症の治療を行いつつ、障害
の診断とリハビリテーション治療を
行っています。例えば、嚥下機能障
害を抱えた患者さんがリハビリを通
じて再び口から食事を摂れるように
なることがあります。これは単なる
栄養摂取の回復にとどまらず、「食
べる喜び」を取り戻すことでもあり
ます。先ほどのラーメンの話と同じ
ように、食べるという行為は人生の
中でかけがえのない時間をつなぎと
める象徴です。一緒に食事をする家
族との笑顔や会話、特別な時間を再
び共有できるようになること。それ
は患者さんの生活に大きな希望をも
たらします。
　回復期リハビリテーションは、単
に身体を治す所ではありません。患
者さんが主体となって新しい可能性
を探る「再生」の物語です。

健生病院　リハビリテーション科 田村　一平

可能性を探る「再生」の物語

医師医師かからのらの紙ヒコーキ紙ヒコーキ ⑭⑭

健診料金・コース内容の改定健診料金・コース内容の改定

【
仲
間
ふ
や
し
・
出
資
金
ふ
や

し
大
運
動
方
針
に
つ
い
て
】

【
報
告
事
項
】

⃝

主
な
経
過
報
告
と
今
後
の

行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

11
月
度
組
合
員
活
動

⃝

２
０
２
５
年
度
第
１
回
総

代
選
挙
管
理
委
員
会
報
告

【
審
議
事
項
】

⃝

自
由
診
療
の
価
格
変
更

⃝

第
１
０
０
回
通
常
総
代
会

の
招
集

⃝

経
営
関
連

12
月
度
定
例
理
事
会

（
1
月
7
日
）

　
１
月
15
日
、
星
と
森
の
ロ

マ
ン
ト
ピ
ア
で
常
盤
支
部
新

年
会
兼
活
動
者
交
流
集
会
が

開
催
さ
れ
、
13
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
参
加
者
の
希

望
で
「
津
川
武
一
生
誕
１
０

０
周
年
記
念
事
業
」
で
披
露

さ
れ
た
寸
劇（
姥
捨
て
山
）の

動
画
を
視
聴
。「
○
○
さ
ん

だ
。
若
い
ね
～
！
」
な
ど
、

当
時
を
懐
か
し
み
、
時
に
は

笑
い
も
起
き
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
頭
と
体
を
動
か
そ
う

と
ボ
ッ
チ
ャ
・
輪
投
げ
大
会

も
実
施
。
上
位
入
賞
者
に
は

支
部
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
る
と
聞
き
、
白
熱
し
た
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
、
入
浴
休
憩
し
た
後

は
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
タ

イ
ム
。
90
歳
超
え
の
参
加
者

が
２
名
も
い
て
、
せ
っ
か
く

ボ
ッ
チ
ャ
・
輪
投
げ
大
会
も
実
施

常
盤
支
部

１
／
15

の
機
会
だ
か
ら
と
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
で
写
真
撮
影
。
と

て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な

り
ま
し
た
。

　
災
害
級
の
大
雪
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
当
日
は
新
た
な

つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、
と
て

も
暖
か
い
１
日
と
な
り
ま
し

た
。�（
組
織
部
・
齋
藤
淳
一
）

90歳コンビでツーショット90歳コンビでツーショット

【
仲
間
ふ
や
し
・
出
資
金
ふ
や

し
大
運
動
方
針
に
つ
い
て
】

【
報
告
事
項
】

⃝

主
な
経
過
報
告
と
今
後
の

行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝
12
月
度
組
合
員
活
動

【
審
議
事
項
】

⃝

第
１
０
０
回
通
常
総
代
会

の
招
集
（
再
提
案
）

⃝

就
業
規
則
の
変
更

⃝

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
食

事
代
値
上
げ

⃝

理
事
会
専
門
委
員
会
の
委

員
変
更

⃝

非
常
勤
理
事
等
の
日
当

⃝

経
営
関
連

旧健診コース名 組合員健診 生活習慣病予防検診 人間ドック
（健生病院のみ実施）

新健診コース名 生協健診 定期一般健診（労働安全
衛生法に基づく健診） 名称変更なし

旧料金
（2025.3.31まで）

一　般 受診不可
組合員 5,500 円（税込） 7,700 円（税込） 一　般 36,300 円（税込）

組合員 33,000 円（税込）
新料金

（2025.4.1から）
一　般 12,100 円（税込）
組合員 8,800 円（税込） 10,560 円（税込） 一　般 43,000 円（税込）

組合員 39,000 円（税込）

健診コース・料金の一覧表

各価格は
税込み

新
年
会
兼
活
動
者
交
流
集
会

1
月
度
定
例
理
事
会

（
2
月
4
日
）

健生病院　健診科（10：30～16：00 受付）
⃝フリーダイヤル	 0120-32-1179
⃝TEL（代表）	 0172-55-7717（内線 4130、4131）
⃝FAX（健診科直通）　0172-55-7728

ご予約・
お問い
合わせ先
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吹
雪
も
お
さ
ま
り
順
調
に

移
動
、
つ
が
る
富
士
見
荘
に

到
着
し
て
ま
ず
は
学
習
会
で

す
。
フ
ァ
ル
マ
出
前
講
座
で

一
ツ
谷
薬
局
の
西
沢
薬
局
長

か
ら
「
眠
く
な
る
話
」
で
す
。

　
睡
眠
不
足
は
免
疫
力
を
低

下
さ
せ
、
感
染
症
に
か
か
り

　
「
音
楽
た
っ
ぷ
り
聴
け
て

楽
し
か
っ
た
！
」、「
温
泉
に

ゆ
っ
く
り
」
―
―
恒
例
の

「
新
年
会
＆
担
い
手
さ
ん
交

流
会
」。“
ご
苦
労
様
！
”
の

気
持
ち
を
込
め
て
１
月
27
日

「
鰐
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
」
に
出
か
け

て
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
「
脳
ト
レ
」
と

元
職
員
大
塚
成
二
さ
ん
の
コ

や
す
く
な
っ
た
り
、
記
憶
力

が
落
ち
た
り
、
ス
ト
レ
ス
増

で
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
す
る
こ

と
、
日
中
の
適
度
な
運
動
で

夜
の
眠
り
が
深
く
な
る
こ

と
、
カ
フ
ェ
イ
ン
は
摂
取
後

５
時
間
以
上
体
内
に
残
る
た

め
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
を
飲
む

時
間
帯
に
注
意
、
ホ
ッ
ト
ミ

ル
ク
や
麦
茶
が
い
い
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
睡
眠
薬
に

は
、
催
眠
薬
、
抗
不
安
薬
、

抗
う
つ
薬
な
ど
目
的
に
応
じ

た
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
副

作
用
の
理
解
も
必
要
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
む
ず
か
し

く
な
い
話
で
よ
く
理
解
で
き

た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
入
浴
と
宴
会
で

す
。
お
な
か
一
杯
の
食
事
と

カ
ラ
オ
ケ
で
大
満
足
で
し

た
。（
五
所
川
原
支
部
事
務

�

局
長
・
平
山
亮
一
）

ン
サ
ー
ト
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）。
ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が

ら
な
つ
か
し
い
歌
の
数
々
を

た
っ
ぷ
り
！　
癒
さ
れ
ま
し

た
。
さ
あ
、
昼
食
は
ど
う

か
？　
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
、
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
帰
り
時
間
ま
で
の
１
時
間

半
、
温
泉
に
も
ゆ
っ
く
り
浸

り
、
11
人
と
少
な
い
参

加
者
で
し
た
が
、
笑
い

声
が
絶
え
な
い
交
流
に

な
り
ま
し
た
。
出
資
金

も
集
ま
り
ま
し
た
。

　
雪
道
で
転
倒
し
て
参

加
で
き
な
か
っ
た
仲
間

に
お
土
産
に
し
た
か
っ

た
大
鰐
温
泉
も
や
し
、

お
店
に
入
っ
た
と
た
ん

「
本
日
も
や
し
の
入
荷

な
し
」
残
念
！�

�（
理
事
・
五
十
嵐
吉
美
）

よ
く
理
解
で
き
ま
し
た

の
ん
び
り
、ゆ
っ
た
り
、癒
さ
れ
て

�

㏌
鰐
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ 

五
所
川
原
支
部

下
町
支
部

１
／
27

■特別／一般奨学金制度の概要

奨 学金制度医師 青森民医連では将来の青
森県の医療を担う後継者
の育成を目的として奨学
金制度を設けています。

勤務地

特別奨学金 一般奨学金
入学金貸与 あり（1年次のみ） なし
奨学金貸与額 20万円以内／月 10万円以内／月

入学金 貸与あり
（弘前大学に準拠する額） なし

定員 各学年5名 なし
対象者／大学 医学部医学科生／国内医学部すべて

返還免除
の条件

貸与期間の1.5倍 貸与期間の1.0倍

卒業後に一定期間、青森民医連の病院・診療所に勤務すると返還
が免除されます

初期臨床研修は津軽保健生活協同組合健生病院にて研修。その後は青森
県内民医連院所で研修・勤務。（新専門医制度により専門医取得のため青
森民医連外の医療機関に勤務する場合は返還が据え置きとなります）

宮
澤　
最
近
黒

石
診
療
所
に

行
っ
た
と
き

は
、
患
者
さ
ん
に
農
家
さ
ん
が

多
く
、
往
診
で
も
そ
う
い
う
お

家
を
回
っ
て
畑
で
と
れ
た
野
菜

を
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
糖

尿
病
で
来
て
い
る
患
者
さ
ん
が

繁
忙
期
で
ご
飯
食
べ
る
時
間
が

な
い
と
聞
い
て
ご
本
人
の
不
摂

生
で
は
な
く
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ

り
か
ら
そ
の
人
ら
し
さ
を
見

て
、
こ
の
２
年
間
学
ん
で
い
ま

す
。

雫
石　
私
は
全

然
津
軽
弁
が
分

か
ら
な
く
て
班

会
に
行
く
の
で
、「
こ
れ
分
か

ん
な
い
べ
ー
」
と
言
わ
れ
て

「
が
ん
巻
き
」
と
か
教
え
て
も

ら
っ
た
り
、
お
互
い
お
し
え

あ
っ
て
信
頼
関
係
が
で
き
て
い

く
の
が
楽
し
い
で
す
。
4
回
く

ら
い
行
っ
た
の
で
す
が
、
私
が

髪
を
切
っ
た
の
に
気
付
い
て
く

れ
て
関
係
性
を
築
け
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。田

中　
私
は
班

会
に
は
１
回
だ

け
し
か
行
け
て

お
り
ま
せ
ん
が
そ
の
と
き
組
合

員
さ
ん
と
和
気
あ
い
あ
い
と
病

気
の
こ
と
や
、
リ
ン
ゴ
の
作
業

の
話
を
し
て
、
そ
の
あ
と
ボ
ッ

チ
ャ
を
し
た
り
し
て
、
良
か
っ

た
で
す
。
こ
う
い
う
生
き
方
も

大
事
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
そ
の
あ
と
、
そ
の
班
が
消

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う

い
う
班
会
を
続
け
て
い
く
の
は

難
し
い
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
人

は
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
な

の
で
、
ぜ
ひ
続
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

兵
藤　
本
当
に
班
会
と
い
う
の

は
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
だ
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
こ
に
医
師
の
方
、
職
員

も
関
わ
っ
て
町
づ
く
り
を
し
て

い
こ
う
と
い
う
津
軽
保
健
の
大

き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
。
ひ
と
つ
の
班
が
な
く
な
っ

て
も
、
新
た
に
結
成
す
る
班
が

で
き
る
よ
う
職
員
か
ら
も
発
信

し
て
い
き
ま
す
。相

内　

一
昨

日
、
班
会
に

行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
と
き
は
「
飲
み
込

み
」
に
つ
い
て
簡
単
な
レ
ク

チ
ャ
ー
を
し
ま
し
た
。
ガ
ム
を

噛
ん
で
ど
れ
だ
け
噛
め
て
い
る

か
と
か
、
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ
パ

と
１
秒
間
で
何
回
言
え
る
か
と

か
を
や
っ
た
あ
と
に
、
ひ
と
通

り
レ
ク
チ
ャ
ー
が
終
わ
る
と

色
々
と
医
療
の
相
談
が
出
て
く

る
ん
で
す
ね
。
で
き
る
限
り
お

答
え
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
、

日
々
の
診
療
で
は
救
急
外
来

だ
っ
た
り
、
外
来
だ
っ
た
り

で
、
患
者
さ
ん
が
多
い
と
、
ひ

と
り
の
患
者
さ
ん
の
聞
き
取
り

や
相
談
に
多
く
の
時
間
を
か
け

ら
れ
ま
せ
ん
。「
班
会
」
に
来

て
く
れ
る
と
い
く
ら
で
も
相
談

に
乗
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
「
班

会
」
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 

と

伝
え
た
い
で
す
ね
。（
笑
）

兵
藤　
本
当
に
多
く
の
組
合
員

さ
ん
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
で

す
ね
。
医
師
の
方
、
職
員
の
方

と
距
離
が
近
く
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

星
野　
印
象
に

残
っ
て
い
る
の

は
、
班
会
で
セ

ラ
ピ
ス
ト
の
方
と
一
緒
に
運
動

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ど

う
や
っ
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
プ
ロ
の

方
に
教
え
て
も
ら
い
、
い
ろ
ん

な
職
種
の
方
と
も
関
わ
れ
ま

す
。
班
会
で
健
康
づ
く
り
が
で

き
る
の
で
、
班
会
に
ぜ
ひ
参
加

し
て
ほ
し
い
で
す
。

宮
澤　
班
が
消
滅
し
た
と
い
う

こ
と
で
、
班
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
て
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で

す
か
と
か
の
相
談
が
来
て
い
ま

す
。
や
は
り
働
く
世
代
や
産
後

育
児
を
し
て
い
て
病
院
に
行
く

時
間
も
な
い
方
と
か
若
い
世
代

も
取
り
入
れ
て
、
健
康
相
談
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
い

い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

兵
藤　
一
人
で
孤
立
し
て
悩
ん

で
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
若
い
組
合
員
さ
ん
も
班
会

に
誘
っ
て
、「
こ
う
い
う
班
会

も
あ
る
ん
だ
よ
ー
」
と
い
う
こ

と
も
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い
で

す
ね
。
本
日
は
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●２年目研修医
相内　一朗　宮澤　千裕
●司会　健生病院事務局次長
兵藤　尚子

●１年目研修医
泉　　匡平　雫石渚南美
田中　友浩　星野　　愛

研修医座談会研修医座談会2025

出　席　者　（敬称略）

－つづき－－つづき－

班
会
に

班
会
に

��

参
加
し
よ
う

参
加
し
よ
う

【集会成功・「あおもりネットワーク」維持のためのカンパをお願いします。】
郵便振替
口座番号 02240-6-136334
口座名 なくそう原発・核燃、あおもりネットワーク
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五
所
川
原
支
部
活
動
交
流
集
会

新
年
会
＆
担
い
手
さ
ん
交
流
会

２
／
９



モバイル版
ホームページ

http://www.kensei-hp.jp

健
生
病
院

ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542

健生黒石診療所
0172-53-3015

生 協 本 部
0172-33-7515

組合員センター
0172-35-8933

健

生

病

院

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健生介護センター
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0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-40-3256

健生訪問看護ステーション
た まち本所
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
たまち・のだ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203
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健生病院の

Vol.2
たたちち

ガンバッテ
ま～す

4階 西病棟

　４階西病棟は、整形外科・産婦人科病棟部
門と外来部門の混合科の職場です。
　整形外科病棟では、骨折などの運動疾病や
外傷等の治療をしています。突然の怪我や病
気により自分では体が自由に動かせない方が

2 ナーシングホームたまちの事業所紹介

　ナーシングホームたまちは看護小規模多機
能型居宅で通称「看多機（かんたき）」と呼
ばれ弘前市向外瀬に事業所があります。
　2020 年４月に開設し今年で５年目を迎え
ますが、まだまだ知名度が低いのでこの記事
で少しでも多くの方に知ってもらいご利用し
ていただきたいと願っております。看多機
は、通い（デイサービス）・泊り（ショート
ステイ）・訪問看護・訪問介護を組み合わせ
たサービスを利用できます。医療依存度の高
い方や退院直後で状態が不安定な方など、住
み慣れた地域で、健やかに暮らしたい、暮ら
してほしいといった思いを抱える利用者およ
び家族を支援したい、そんな思いに答えるの
が、看多機です。

【サービスの概要】
◦�弘前市在住の要介護者（介護度１～５）の
方はどなたでも利用可能です

ほとんどで日常生活が大きく変化
するため、不安や戸惑いを感じて
いる患者さんが多く、少しの変化
も見逃さないように観察し、安心
して入院・退院後の生活を送れる
よう援助します。その人が持つ力
を最大限に発揮できるよう多職種
と連携し、元の生活に戻れるよう
に早期リハビリテーションや退院
支援に向けての指導などを行って
います。外来部門と連携をとり入
退院時の継続した看護提供ができるよう努め
ています。
　産婦人科病棟では、婦人科治療や妊娠・分
娩・産後の患者さんが入院しており、女性な

らではの悩みや不安に
対して、思いや訴えに
耳を傾け寄り添う看護
提供を心掛けていま
す。「赤ちゃんにやさし
い病院（BFH）」認定
病院であり、助産師が
皆様の一人一人のパー
トナーとなって「自然
なお産」と「母乳育児」

◦�料金は要介護度別の月定額制なので経済的
にも安心（食事・宿泊費等は実費）

【利用までの流れ】

【特徴】
◦�家族の罹患や急用時、柔軟に
サービスを変更できて安心

◦�訪問看護ステーションたまち
の看護師が 24時間 365日
サポート。医師の指示による
医療処置が可能（各種カテー
テル管理、在宅酸素、経管栄
養、点滴、中心静脈栄養、人
工肛門、麻薬を用いた疼痛管
理など）。看取りケアも丁寧

を安心して行えるよう支援します。外来での
妊婦健診時には、妊婦さんの不安や疑問を個
別にうかがい、妊娠中の栄養・体重コント
ロール・お産の心構えなどをお話ししていま
す。また、産後のお母さんは慣れない事だら
けで不安な上、体が戻るまで時間もかかりま
す。安心して子育てができるように、当院で
出産された方を対象に育児の支援や心身のケ
アを行う「弘前市産後ケア事業」に参画して
います。短期入所・通所で、お母さんの休息
や健康チェック、母乳ケア、育児相談などを
行っていますので、ご希望の方は「こども家
庭センター」へお問い合わせ下さい。
� （整形外科外来主任・福田眞琴）

に対応しています
◦�各サービスを同じスタッフが一体的に提供
するため、馴染みのスタッフの対応で安心

◦�通い・泊りは、少人数でゆったり過ごすこ
とができます

◦�１日の利用人数が定められており、定員に
達している場合はサービスの組み合わせや
回数など個別に相談が可能です

�
　ナーシングホームたまちでは、「ひとり♡
ひとり♡大切に」をモットーに、住み慣れた
地域での生活が安心して続けられるように、
看護と介護が協同して支援します。介護相
談・体験・見学は随時受付しております。必
要であればご自宅に訪問し説明いたします。
お気軽にお問い合わせください。
�

（看護小規模多機能型居宅介護ナーシング
ホームたまち　管理看護長・布施愛）

い き い き

産婦人科スタッフ産婦人科スタッフ

整形外科スタッフ整形外科スタッフ

事
業
所
に

事
業
所
に

問
い
合
わ
せ
相
談

問
い
合
わ
せ
相
談

申
し
込
み
契
約

申
し
込
み
契
約

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
交
付

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
交
付

利
用
開
始

利
用
開
始

宿泊の利用者さんと一緒に宿泊の利用者さんと一緒に

看護学生さんと一緒にスポーツレク看護学生さんと一緒にスポーツレク
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中村　仁
じん
ちゃん

ビッグな男になれよ‼

桑田　真
まひろ
大ちゃん

健康に育ってね‼

三上　月
つむぎ
麦ちゃん

すくすく元気に育ってね♡

相馬　碧
あお
ちゃん

海の似合う男に
なって下さい。

内山　桃
ももか
花ちゃん

すくすく育って元気な
女の子になって下さい

田丸　日
ひなぎ
梛ちゃん

お兄ちゃんと仲良く、
元気に育ってね♡

鎌田　明
あ す か
日香ちゃん

笑顔が似合う女性に
なってね‼

芦田　想
そ わ
和ちゃん

元気にすくすく育ってね。
産まれてきてくれて
ありがとう。

三浦　結
ゆいと
翔ちゃん

パパのように
イケメン・優男になれ‼

西村　弦
いとな
夏ちゃん

元気にすくすく育ってね！

本間　葉
は な
奈ちゃん

かわいく大きく育ってね。

澤田　陽
に こ
琥ちゃん

大好きだよ♡
高橋　纏

まとい
ちゃん

元気に育ってください
田澤　唯

ゆいは
羽ちゃん

元気に育ってね！
樺澤　穂

すい
ちゃん

毎日笑顔で育ってね。

山口　開
かいと
翔ちゃん

あっという間に
大きくなったね。

すくすく育ってよかった。

す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル

４
ヵ
月
健
診
の
あ
か
ち
ゃ
ん
た
ち
で
す

コープくらしのコープくらしの
たすけあいの会たすけあいの会
会員募集中！会員募集中！

「コープくらしのたすけあいの会」
は、援助を必要とする人、援助活動
する人、会を財政的に支援する人が
会員となり、会員同士の「困ったと
きはお互いさま」の有償ボランティ
ア活動です。
利用会員（Ａ）
援助を必要とする会員　年会費は不
要です。
活動会員（Ｂ）
援助活動をする会員（生協組合員）
年会費は不要です。
賛助会員（Ｃ）
活動はできないけれど会費で会を支
援する個人・団体
年会費 個人 １口 1,000 円以上
　　　 団体 １口 10,000 円以上

●青森県生活協同組合連合会
　お申込み・お問い合わせは下記へ
　たすけあいの会本部事務局
　０１２０－３０－１５２１
　【電話受付】
　月曜～金曜 10時～17時

  

 

 

 

 

 

＜プログラム＞ 

○講話「依存症について」 

藤代健生病院 千石利広 Dr. 

○訪問診療の紹介 

     健生クリニック 宇藤直人 Dr. 

○２０２４年度のまとめと方針 

○健康づくり活動の報告・意見交換   

参加申し込みは支部担当者、または組織部三上・岩﨑へ

組織部0172-35-8933

送迎バスあります

-地域まるごと健康づくり--地域まるごと健康づくり-
健康づくり交流集会健康づくり交流集会
２０２４年度２０２４年度

2025年3月15日(土)
13：00～16：00
健生病院付属棟会議室

2025年3月15日(土)
13：00～16：00
健生病院付属棟会議室

津軽保健生活協同組合 

健康づくり委員中央連絡会 
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津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542
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生 協 本 部
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健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-40-3256

健生訪問看護ステーション
た ま ち 本 所
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
たまち・のだ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

　
２
０
２
５
年
２
月
１
日
第

８
回
子
育
て
支
援
カ
フ
ェ
が

生
協
会
館
２
Ｆ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

生
後
３
ヵ
月
～
３
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
６
名
と
親
御
さ
ん

の
８
名
で
し
た
。

　
今
回
は
『
受
診
の
タ
イ
ミ

ン
グ
』
を
テ
ー
マ
に
健
生
病

院
小
児
科
の
徳
竹
晴
香
先
生

に
講
義
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
は
①
子
供
の

特
徴
②
小
児
科
外
来
と
救
急

外
来
の
違
い
③
緊
急
受
診
が

必
要
な
状
態
と
は
④
症
状
別

受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い

て
で
す
。
と
て
も
わ
か
り
や

す
く
勉
強
に
な
る
も
の
で
し

た
。

　
例
え
ば
子
供
の
場
合
、
昼

間
は
元
気
で
も
夜
に
突
然
発

熱
し
た
り
、
普
段
通
り
寝
た

と
思
っ
て
も
夜
中
に
突
然
嘔

吐
し
た
り
と
夜
間
に
具
合
が

悪
く
な
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
昼
は
ホ
ル
モ
ン

の
影
響
で
熱
が
上
が
り

に
く
か
っ
た
り
、
胃
腸

炎
ウ
イ
ル
ス
の
潜
伏
期

間
が
半
日
く
ら
い
な
ど

の
医
学
的
な
理
由
が
あ

り
ま
す
が
、
夜
間
は
救

急
外
来
し
か
開
い
て
い

な
い
た
め
、
喘
鳴
が

あ
っ
た
り
ぐ
っ
た
り
し

て
い
る
よ
う
な
ら
夜
間

で
も
受
診
が
必
要
だ
と

い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
母
親
か
ら
す
る
と
急
な
発

熱
や
高
熱
に
な
る
と
不
安
に

駆
ら
れ
、
受
診
さ
せ
よ
う
か

迷
う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

少
し
で
も
安
心
で
き
る
材
料

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
頭
の
形
が
悪
く
不

安
だ
っ
た
り
、
離
乳
食
を
食

べ
て
く
れ
な
い
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
が
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
先
生
が
一
つ
一
つ

丁
寧
に
答
え
て
い
て
不
安
の

解
消
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
担
当
と
し
て
初

め
て
の
参
加
で
不
安
だ
ら
け

で
し
た
が
、
子
供
た
ち
の
笑

顔
と
元
気
さ
に
と
て
も
癒
さ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
次
回
も
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
と
い
う
声
も

あ
り
、
開
催
で
き
て
よ
か
っ

た
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

　

次
回
の
子
育
て
支
援
カ

フ
ェ
は
、
５
月
に
フ
ァ
ー
ス

ト
シ
ュ
ー
ズ
の
選
び
方
な
ど

足
に
関
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
開
催
予
定
で
す
。
津
軽
保

健
の
職
員
の
皆
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
も

お
友
達
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
参
加

し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
藤
代
健
生
病
院
・土谷

咲
子
）

2
／
1

３３月月８８日日

おらほのいいどご
発表会

職員

年年

土土

組組合合員員やや職職員員のの活活動動をを相相互互理理解解すするる場場ととししてて開開催催ししまますす。。医医療療福福祉祉生生
協協のの「「いいいいどどごご」」をを深深めめ合合っってて今今後後のの活活動動にに活活かかししてていいたただだけけれればばとと思思いい
まますす。。参参加加費費はは無無料料でですす。。たたくくささんんのの方方のの参参加加ををおお待待ちちししてていいまますす。。

藤藤崎崎町町文文化化セセンンタターー ：：
藤藤崎崎町町西西豊豊田田１１丁丁目目

健生病院： プロジェクトについて（仮）
藤代健生病院：子育て支援カフェの取り組み（仮）
藤代健生病院：精神科外来におけるアウトリーチ支援の

効果と課題（仮）

組合員

岩木支部：健康新聞の手配り者を増やす取り組み
浪岡支部：津軽医院と支部での出資金ふやしの取り組み
市浦支部：「組合員に支部が見え、支部に組合員が見える」

市浦支部の挑戦

第 回

おお問問いい合合わわせせ
津軽保健生協 教育委員会（担当：組織部 鶴ケ谷喜之）

（開場： ）

子
育
て
支
援
カ
フ
ェ

 
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
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　今回は現在健生クリニックの訪問診療を利
用している３名の患者さんのご家族に訪問診
療を利用したきっかけや良かった点をお聞き
しました。それぞれのご家族の声を掲載いた
します。

問 1　訪問診療を利用することになった
きっかけを教えてください

Aさん　患者の配偶者も訪問診療を受けてい
て、患者のひざが悪くなり歩いての通院が困
難と思われた為
Bさん　健生病院に入院をした際に訪問診療
の説明があり、申し込んだ
Cさん　他医療機関へ入院し、数ヵ月後に退
院する時にその後診てもらう先を捜してもら
い利用することになった

問 2　訪問診療を利用して良かったと思う
ことは何ですか

Aさん　①疑問に思ったことをその場で気軽
に聞くことができること・②症状の変化にす

ぐに対応してもらえること・③同じ「待つ」
にしても「通院」と「訪問診療時」では差が
大きく、患者本人の負担も少ないと感じる
Bさん　病院での検査がどうしても必要であ
れば受診をしなければならないが、訪問診療
ならば電話での相談もでき、家に来てもらい
診察してもらえること
Cさん　月に 2 回定期訪問診療、週に 1 回
の訪問看護、急変時は健生病院へと連携が取
れていて安心していられる

問 3　これから訪問診療を利用しようと考え
ている方へ伝えたいことは何ですか

Aさん　「在宅」をするのであれば訪問診療
の利用は不可欠だが、その前に本当に「在
宅」でいいかをよく考えてから決断してほし
い（大変に愛する家族の衰えていく様・苦し
む様等を見ていかなければならないので精神
力が必要）。医師との信頼関係も大切で、疑
問に思ったことなどなんでも話せる関係性を
構築することが重要だが、患者本人が安心し
て体を任せられるかどうかが最も大切なこと
だと思う。

Cさん　あらゆる相談に乗ってもらえること
が利点で、在宅医療を希望している方には是
非お勧めするぴったりのシステム。

皆様ありがとうございました。

ご相談・お問い合わせ
健生クリニック在宅療養科
電話：0172-55-7707（平日8：00～ 16：30）
FAX：0172-55-7709（毎日 24時間）

健生クリニック　在宅療養科

★
施
設
・
設
備
に
つ
い
て

①
４
Ｆ
と
５
Ｆ
の
病
棟
で
お

世
話
に
な
っ
た
者
で
す
。
寝

な
が
ら
、
ふ
っ
と
壁
を
み
る

と
な
に
か
が
飛
び
散
っ
た
よ

う
な
焦
げ
茶
の
汚
れ
が
目
に

つ
き
ま
し
た
。
少
々
気
に
な

り
、
お
し
ぼ
り
タ
オ
ル
で
拭

き
ま
し
た
ら
き
れ
い
に
落
ち

ま
し
た
。
５
Ｆ
に
移
っ
た
時

も
同
様
で
（
側
壁
も
…
）
汚

れ
が
あ
り
ま
し
た
。
お
し
ぼ

り
で
簡
単
に
取
れ
ま
し
た
の

で
、
お
掃
除
を
し
て
く
だ
さ

る
方
に
床
ば
か
り
で
な
く
壁

も
点
検
し
て
清
掃
し
て
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】
清
掃
業
務
を
受
け

て
い
る
中
高
年
事
業
団
で

す
。
こ
の
度
は
清
掃
の
不
備

に
つ
い
て
の
ご
指
摘
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
入
院
患
者
様
に
快
適
な

環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
私

た
ち
の
役
割
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
事

態
を
招
い
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
深
く
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

壁
面
の
汚
れ
は
壁
か
ら
離
れ

る
と
見
落
と
し
て
い
る
場
合

も
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
発

見
し
た
場
合
は
気
軽
に
お
声

を
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
す

ぐ
に
対
応
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も一層
注
意
を
払
い
清

掃
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

②
入
院
を
し
て
い
て
お
風
呂

を
利
用
し
た
の
で
す
が
、

シ
ャ
ワ
ー
の
水
滴
が
大
き
す

ぎ
て
痛
く
感
じ
ま
し
た
。
あ

れ
で
は
、
温
水
の
無
駄
に
な

り
、
省
エ
ネ
に
反
す
る
と
思

う
。
シ
ャ
ワ
ー
の
ヘ
ッ
ド
を

交
換
す
べ
き
か
と
思
う
。

【
回
答
】
シ
ャ
ワ
ー
が
痛
く

感
じ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
設
備
の
シ
ャ

ワ
ー
は
蛇
口
で
湯
量
・
水
圧

調
整
が
で
き
る
タ
イ
プ
の
も

の
で
す
の
で
、
利
用
の
仕
方

を
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

③
10
日
間
入
院
し
て
も
患
者

の
シ
ャ
ワ
ー
も
な
い
し
、
お

フ
ロ
が
無
理
な
ら
シ
ャ
ワ
ー

だ
け
で
も
下
痢
し
た
り
し
て

い
る
か
ら
下
半
身
だ
け
で
も

家
族
と
し
て
の
ぞ
ん
で
い
る

所
で
す
。

【
回
答
】
病
棟
で
は
入
院

時
、
ま
た
は
退
院
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
入
浴
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
が
、
入
浴
も
し
く

は
シ
ャ
ワ
ー
浴
が
さ
れ
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
大
変

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
急
性
期
病
棟
で
は
入
院

日
数
が
短
く
入
浴
計
画
が
立

て
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
体
調
を
見
計
ら

い
、
ご
本
人
と
相
談
し
な
が

ら
入
浴
を
す
す
め
て
参
り
ま

す
。
ご
家
族
の
方
に
お
い
て

も
、
入
院
中
に
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
ス
タ
ッ
フ
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
そ
の
他

①
あ
ま
り
に
も
会
計
の
待
ち

時
間
が
長
い
。
２
人
の
会
計

待
ち
し
か
し
な
い
の
に
40
分

待
ち
で
し
た
。
と
に
か
く
な

ん
と
か
早
め
に
し
て
も
ら
い
た

い
。

②
会
計
の
待
ち
時
間
が
長
す

ぎ
ま
す
。
25
分
。

【
回
答
】
こ
の
度
は
お
会
計

に
つ
い
て
お
待
た
せ
し
、
ご

迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し

た
。
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
原
因
を
追
求

し
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
最
善
を
尽
く
し
て
参
り
ま

す
。
今
後
は
長
く
お
待
た
せ

し
て
い
る
場
合
は
お
声
掛
け

い
た
だ
け
れ
ば
状
況
を
確
認

い
た
し
ま
す
。
長
時
間
お
待

た
せ
し
て
し
ま
っ
た
事
、
改

め
て
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま

す
。
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

③
会
計
の
時
、
番
号
札
を
発

行
し
て
は
ど
う
か
？
大
き
な

声
で
フ
ル
ネ
ー
ム
を
呼
ば

れ
、
そ
の
後
本
人
確
認
の
た

め
生
年
月
日
を
言
わ
さ
れ
る

の
は
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
と
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
。

他
の
人
の
個
人
情
報
も
聞
き

た
く
は
な
い
。

【
回
答
】
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
人
確
認

に
関
し
ま
し
て
、
患
者
誤
認

対
策
と
し
て
各
診
療
場
面
に

て
院
内
で
統
一
し
た
対
応
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
他
患
者
な
ど
へ
の
配
慮

が
足
り
ず
不
快
な
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
い
、
大
変
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
会

計
時
の
番
号
札
発
行
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
お
褒
め
の
言
葉

　
明
日
午
前
中
の
退
院
が
決

ま
り
ま
し
た
。
明
日
の
お
昼

ご
飯
は
辞
退
い
た
し
ま
す
。

術
後
は
な
か
な
か
食
欲
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
い

し
い
食
事
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
回
答
】
お
褒
め
の
お
言
葉

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

手
術
の
後
は
思
う
よ
う
に
食

事
を
摂
取
す
る
事
が
難
し

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
当

院
の
食
事
に
合
っ
た
事
、
順

調
に
回
復
に
向
か
っ
た
事
は

う
れ
し
い
限
り
で
す
。
当
院

は
患
者
さ
ん
個
々
の
病
気

や
、
飲
み
込
み
の
状
態
に
見

合
っ
た
薄
味
の
食
事
を
提
供

し
て
お
り
ま
す
。
化
学
調
味

料
は
使
用
せ
ず
、
加
工
食
品

は
極
力
控
え
て
手
作
り
に
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
お
言

葉
を
励
み
に
、
栄
養
科
職
員

一
同
、
さ
ら
に
愛
情
の
あ
る

病
院
作
り
に
精
進
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

★
施
設
・
設
備
に
つ
い
て

①
車
イ
ス
だ
と
支
払
時

ち
ょ
っ
と
高
い
。
１
人
で
車

イ
ス
で
支
払
い
す
る
人
は
、

い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
以
前(

野
田)

の
時
は

高
さ
が
丁
度
良
か
っ
た
で
す
。

【
回
答
】
今
回
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
大
変
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

お
一
人
で
車
イ
ス
で
お
支
払

い
す
る
際
は
、
会
計
担
当
者

が
近
く
ま
で
行
き
対
応
い
た

し
ま
す
。

今
後
も
お
気
づ
き
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。

★
そ
の
他

①
診
察
を
仕
事
中
と
い
う
こ

と
で
、
希
望
を
聞
い
て
も
ら

い
、
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
が
、
会

計
の
所
で
20
分
も
待
ち
、
会

社
に
遅
刻
。
診
察
→
会
計
ま

で
の
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
。

ど
う
いっ
た
シ
ス
テ
ム
で
こ
ん

な
に
流
れ
が
悪
い
の
か
大
改

善
す
べ
き
で
す
。
会
計
、
受

付
の
人
ま
で
の
作
業
、（
中
で

やって
い
る
と
思
い
ま
す
が
）

効
率
よ
く
人
員
増
加
、
も
し

く
は
、
ス
ト
ッ
プ
し
な
い
よ
う

対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

②
会
計
の
時
間
が
長
す
ぎ
ま

す
。
あ
ま
り
に
も
長
く
待
ち

ま
す
。
30
分
く
ら
い
に
で
き

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
？

【
回
答
】
会
計
で
お
待
た
せ

し
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
30
分
以
上
呼
ば
れ
な
い

場
合
は
会
計
窓
口
に
お
声
が

け
い
た
だ
け
れ
ば
状
況
を
確

認
い
た
し
ま
す
。

（
健
生
病
院
の
回
答
と
重
な

り
ま
す
の
で
割
愛
し
ま
す
）

健
生
病
院
　
院
長 

竹
内
一
仁

健
生
ク
リ
ニッ
ク
　
所
長 

飯
田
寿
徳

健
生
病
院

虹
の
投
書
箱

虹
の
投
書
箱

1010
月
〜
月
〜
1212
月月

在宅診療在宅診療のの現場現場⑤⑤
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第
743
号
（
1
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
カ
ガ
ミ
モ
チ
＝
鏡
餅
」

1

7

11

15

16

2

 12

8

3

6

13

17

10

4

9

14

5 

ラ ク ゴ カ 　 オ チ
　 ラ 　 モ ク ロ ク
カ イ ブ ン 　 シ オ
ゼ 　 リ 　 コ 　 ン
ト コ 　 ア ト ガ キ
オ ミ ク ジ 　 ン
シ ミ 　 ア ン コ ウ

応
募
方
法

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
３
月
15
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　
Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkou@
tsugaru-health.coop

（
弘　

前　

市
）　

小
笠
原
理
恵

木
村　

誠
也

小
枝
み
ど
り

相
馬　

昭
子

中
田　

智
子

藤
田　
　

恵

山
﨑
ひ
ろ
み

（
青　

森　

市
）　

天
内
美
菜
子

（
黒　

石　

市
）　

笹
井　

基
次

喜
多　

嶋
公

（
平　

川　

市
）　

葛
西　

祐
美

松
井　

紀
子

（
つ
が
る
市
）　

蝦
名　

則
子

長
内　

美
子

（
五
所
川
原
市
）　

小
笠
原
晶
子

高
橋　

藤
花

（
藤　

崎　

町
）　

中
田　

眞
弓

（
板　

柳　

町
）　

佐
藤　

節
子

成
田
美
智
子

（
深　

浦　

町
）　

平
沢
理
智
子

　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
20
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

１
紙
を
ひ
ね
っ
て
で
き
た
紐
。

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ん
か
で
も

使
い
ま
す

４
梅
と
一
緒
に
漬
け
込
み
ま
す

５
美
し
く
て
優
れ
た
作
品
の
こ

と
。
―
―
―
の
名
作

６
そ
の
方
面
に
詳
し
い
人

７
示
し
合
わ
せ
な
く
て
も
息
が

合
う
。
―
―
―
の
呼
吸

２
授
業
の
前
に
勉
強
し
て

お
く

３
つ
い
つ
い
余
計
な
話
を

し
て
し
ま
う

４
文
字
を
し
た
た
め
る
芸

事
５
私
た
ち
に
は
な
い
け
れ

ど
、
多
く
の
哺
乳
類
に

は
つ
い
て
い
ま
す

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3

《ヒント》（５文字）
ここで一区切り

経
ヘ
ル
ニ
ア
と
診
断
さ
れ

た
。
外
科
手
術
は
日
程
が
詰

ま
っ
て
い
た
が
、
最
終
的
に

年
内
12
月
24
日
に
決
定
。
前

泊
入
院
、
28
日
退
院
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
た
。
退
院

ま
で
わ
ず
か
６
日
間
、
今
更

な
が
ら
日
進
月
歩
の
医
療
技

術
に
感
嘆
し
た
。

入
院
中
、
同
室
患
者
さ
ん
の

入
退
院
の
早
さ
に
、
厚
労
省

が
求
め
る
回
転
率
の
こ
と
を

実
感
し
た
。

　
担
当
看
護
師
の
ロ
ー
テ
―

シ
ョ
ン
も
徹
底
さ
れ
、
働
き

方
改
革
に
則
し
た
体
制
や
昼

夜
勤
務
が
識
別
で
き
る
よ
う

マ
ス
ク
の
色
を
変
え
る
な

ど
、
業
務
改
善
を
目
の
当
た

り
に
し
た
。
入
院
中
は
先
生

や
看
護
師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ

た
。
改
め
て
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
。

　
津
軽
エ
リ
ア
に
は
必
要
不

可
欠
な
「
健
生
病
院
」
組
合

員
一
丸
と
な
り
応
援
し
よ
う
。

（
深
浦
岩
崎
支
部
・

支
部
長
・
八
木
橋　
健
）

健
生
病
院
を
紹
介
さ
れ
た
こ

と
に
、
何
と
も
言
え
ぬ
嬉
し

さ
と
と
も
に
開
業
医
と
健
生

病
院
の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
。

　
11
月
18
日
、
患
者
の
立
場

で
初
め
て
健
生
病
院
に
足
を

踏
み
入
れ
た
。
受
付
に
紹
介

状
を
提
出
、
外
科
外
来
を
案

内
さ
れ
た
。
当
日
の
医
師
は

原
先
生
、
紹
介
状
を
確
認
し

な
が
ら
質
問
さ
れ
、
懇
切
丁

寧
な
対
応
で
あ
っ
た
。
見
立

て
は
や
は
り
鼠
経
ヘ
ル
ニ

ア
、
最
終
的
に
は
Ｃ
Ｔ
検
査

に
よ
る
診
断
と
の
こ
と
で
11

月
21
日
検
査
と
な
っ
た
。
当

日
は
笹
田
先
生
が
対
応
、
こ

こ
で
も
丁
寧
に
病
状
の
説

明
。
従
来
の
鼠
経
ヘ
ル
ニ
ア

手
術
は
患
部
を
７
㎝
位
切
開

す
る
の
で
腹
部
に
傷
痕
が
残

る
。
現
在
は
患
者
さ
ん
に
負

荷
の
少
な
い
腹
腔
鏡
手
術
が

主
流
で
全
身
麻
酔
に
よ
る
方

法
と
伺
っ
た
。

　
腹
腔
鏡
手
術
の
こ
と
は
聞

い
て
は
い
た
が
、
ま
さ
か
自

分
が
や
る
と
は
思
い
も
寄
ら

な
か
っ
た
。
検
査
結
果
は
鼠

健
生
病
院
を応援

し
よ
う

　
昨
年
末
の
12
月
23
日
に
健

生
病
院
西
病
棟
３
階
に
入

院
、
28
日
に
退
院
し
た
。

　
町
の
総
合
健
診
の
採
尿
検

査
で
陽
性
判
定
を
受
け
て
お

り
、
弘
前
市
の
Ｙ
腎
・
泌
尿

器
科
医
院
に
年
一
度
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
も
８

月
に
受
診
、
採
血
や
下
腹
部

の
エ
コ
ー
検
査
で
異
常
が
な

か
っ
た
が
、
10
月
頃
か
ら
下

腹
部
右
側
に
違
和
感
を
覚
え

た
。
右
側
下
腹
部
が
膨
ら
ん

で
明
ら
か
に
何
か
の
異
常
で

は
と
再
受
診
し
た
。
結
果
は

鼠
経
ヘ
ル
ニ
ア
（
脱
腸
）
で

外
科
手
術
が
必
要
に
な
る
と

の
こ
と
。
Ｙ
先
生
か
ら
健
生

病
院
外
科
を
紹
介
す
る
と
言

わ
れ
、「
先
生
、
私
は
組
合
員

な
の
で
よ
ろ
し
く
」
と
即
座

に
お
願
い
し
た
。
20
年
以
上

も
通
院
し
て
き
た
Ｙ
先
生
に

組
合
員
の
声

5〜10部くらい手配り出来る方

手手配りさん配りさん大募大募集集!!!!!!!!手手配りさん配りさん大募大募集集!!!!

　
１
月
23
日
、
活
動
者
交
流

集
会
を
つ
が
る
地
球
村
で
開

催
。
運
営
委
員
、
手
配
り
者

14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
は

じ
め
に
「
消
化
器
疾
患
と
健

生
消
化
器
セ
ン
タ
ー
」
と
題

し
て
、
千
葉
大
輔
副
院
長
と

松
本
拓
真
医
師
よ
り
講
話
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
千
葉
副
院
長
は
自
ら
患
者

役
と
し
て
出
演
し
た
大
腸
カ

メ
ラ
検
査
当
日
の
流
れ
を
動

画
で
紹
介
。
大
腸
ポ
リ
ー
プ

を
内
視
鏡
に
て
切
除
し
て
い

る
様
子
も
動
画
で
見
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
松
本
医
師
か

ら
は
外
科
が
扱
っ
て
い
る
疾

患
と
手
術
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
両
医
師
か
ら
は
検
診
の

勧
め
と
、
早
期
発
見
と
早
期

治
療
の
重
要
性
を
話
し
て
頂

き
ま
し
た
。
健
生
消
化
器
セ

ン
タ
ー
は
、
内
科
と
外
科
の

連
携
に
よ
り
短
期
間
で
手
術

ま
で
で
き
る
の
が
売
り
だ
そ

う
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
の

な
い
人
は
、
ま
ず
検
診
に
来

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
講
話
終
了
後
は
、
入
浴
、

昼
食
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
持
ち

寄
っ
た
り
ん
ご
、
干
し
柿
な

ど
で
交
流
が
進
み
ま
し
た
。

消
化
器
疾
患
と

健
生
消
化
器
セ
ン
タ
ー

千
葉
副
院
長
、
松
本
医
師
に
学
ぶ

四
中
さ
く
ら
支
部

活
動
者
交
流
集
会

　
帰
り
に
道
の

駅
も
り
た

「
ア
ー
ス
ト
ッ

プ
」
で
買
い
物

を
楽
し
み
ま
し

た
。
出
資
金
増

資
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
参
加

者
の
方
々
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
四
中
さ
く
ら

支
部
支
部
長
・

三
上
和
郎
）

ご協力出来る方は組織部
（☎ 0172-35-8933）へ !

　
通
信
教
育
は
本
来
、
一
人

で
す
る
も
の
で
す
が
、
他
の

人
は
ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
か
、
学
習

上
の
悩
み
や
困
難
さ
を
共
有

す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
こ
れ

か
ら
の
学
習
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
さ
る
12
月
17
日
か
ら
生

協
会
館
２
階
ホ
ー
ル
に
て
情

報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
９
名
と
少
な

か
っ
た
の
で
、
テ
ー
マ
ご
と

に
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
話
し
合

い
を
し
ま
し
た
。

　
通
信
教
育
を
始
め
た
き
っ

か
け
や
得
ら
れ
た
こ
と
で
は

「
き
ち
ん
と
学
ぶ
場
は
こ
れ

し
か
な
い
」、「
支
部
活
動
に

役
に
立
っ
て
い
る
」、「
達
成

感
が
あ
る
」、「
勉
強
し
た
こ

と
に
よ
り
実
践
活
動
に
理
論

付
け
が
出
来
た
」

　
ま
た
通
信
教
育
で
困
っ
た

こ
と
で
は
「
経
営
の
見
方
な

ど
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

通
信
教
育 

情
報
交
換
会

誰
か
に
聞
き
た
い
」、「
忙
し

さ
に
か
ま
け
て
、
勉
強
が
進

ん
で
い
な
い
」、「
支
部
で
一

緒
に
勉
強
し
よ
う
と
声
が
け

を
し
、
実
際
に
そ
う
い
う
場

を
つ
く
り
た
い
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽

し
く
有
意
義
な
情
報
交
換
会

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
忙

し
い
中
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

（
教
育
委
員
会
・
野
崎
克
行
）

１
／
23
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３/15（土）　健康づくり委員会　健康づくり交流集会●健生病院会議室
３/15（土）　東 中 支 部　活動者交流集会●東家
３/19（水）　木 造 新 田　活動者交流集会●つがる市木造農村環境改善センター
３/23（日）　四中りんご支部　活動者交流集会●浪岡　花岡プラザ
３/30（日）　浪 岡 支 部　ときめきフェスタ●桜温泉
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今
冬
の
大
雪
、
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
に
雪
を
乗

せ
て
、
何
千
歩
歩
い
て

い
る
の
や
、
ホ
ト
ホ
ト

疲
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
時
期
血
液
検
査
を

す
る
と
、
全
て
ク
リ

ア
!!　

あ
ら
不
思
議
?!

全
て
ク
リ
ア
！

全
て
ク
リ
ア
！

弘
前
市　

中
田　

智
子

　

「
健
康
」
を
見
る
と
、
勉
強

に
な
る
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。「
楽
し
い
お
料
理
」
も
い

つ
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

役
に
立
っ
て
ま
す

役
に
立
っ
て
ま
す

深
浦
町　

平
沢
理
智
子

　

産
ま
れ
た
子
ど
も
が
３
ヵ
月

に
な
り
、
顔
を
覗
き
に
行
く
と

ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
く
れ
て
と
て

も
可
愛
い
で
す
。
育
休
は
１
歳

に
な
る
ま
で
な
の
で
、
そ
の
間

は
家
族
と
の
時
間
を
大
事
に
し

て
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
雪
か
き
も
疲
れ
る
け

ど
頑
張
る
ぞ
ー
‼

育
休
中
で
す

育
休
中
で
す

弘
前
市　

こ
こ
マ
マ

　

今
年
は
雪
が
早
く
積
も
り
、

83
歳
に
な
る
バ
ア
バ
が
雪
か
き

す
る
の
に
大
変
で
す
。
早
く
春

に
な
っ
て
畑
仕
事
を
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

春
を
待
ち
な
が
ら

春
を
待
ち
な
が
ら

つ
が
る
市　

長
内　

美
子

　

県
内
に
も
優
れ
た
画
家
が
い

る
の
で
す
ね
。
力
強
い
筆
使
い

と
大
胆
な
配
色
で
目
を
奪
わ
れ

ま
す
。
成
田
氏
の
他
の
作
品
も

見
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
県

内
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
画

家
の
作
品
を
ど
ん
ど
ん
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。
楽
し
み
で
す
。

も
っ
と
絵
画
な
ど
を

も
っ
と
絵
画
な
ど
を

黒
石
市　

喜
多
嶋　

公

　

研
修
医
の
方
達
の
お
話
の
中

に
、
健
生
で
働
き
方
な
ど
を
考

え
さ
れ
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
沖
縄
の
病
院
が
全
国

か
ら
研
修
医
を
受
け
入
れ
、
そ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
全
国
に
散

ら
ば
っ
て
役
立
て
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
て
、
沖
縄
の
病

院
で
で
き
て
、
本
土
の
病
院
で

な
ぜ
で
き
な
い
の
か
と

思
い
ま
し
た
。
健
生
も

ぜ
ひ
そ
の
よ
う
な
病
院

に
な
っ
て
全
国
に
優
秀

な
医
師
を
送
り
出
し
て

ほ
し
い
で
す
。

研
修
医
座
談
会

研
修
医
座
談
会

五
所
川
原
市　

小
笠
原
晶
子

　

今
年
は
巳
年
で
年
女

で
す
。
家
庭
で
も
、
職

場
で
も
、
み
ん
な
に
支

え
ら
れ
て
、
こ
こ
ま
で
こ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
健
康
に
気
を
付

け
、
明
る
い
年
に
な
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。

年
女
の
私

年
女
の
私

青
森
市　

リ
ン
ゴ
飴

　

１
月
の
パ
ズ
ル
の
答
え
が
わ

か
っ
た
時
、
つ
い
つ
い
自
分
の

お
腹
を
見
て
ド
キ
ッ
と
し
て

笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
笑
っ

て
い
ら
れ
な
い
。
本
気
で
ダ
イ

エ
ッ
ト
頑
張
り
ま
す
！

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
よ
う

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
よ
う

青
森
市　

石
村　

愛
子

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
は
っ
き
り

し
た
色
使
い
に
力
強
さ
を
感
じ

ま
す
。
そ
し
て
や
わ
ら
か
い
う

す
ピ
ン
ク
の
花
が
優
し
く
て
、

ス
テ
キ
な
絵
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。 「

健
康
」
一
面
の
絵
画
に

「
健
康
」
一
面
の
絵
画
に

青
森
市　

鈴
音

　

歳
を
重
ね
る
度
に
雪
道
の
運

転
は
不
安
に
な
り
、
健
生
病
院

の
バ
ス
を
利
用
し
て
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
皆
様

と
と
も
に
健
康
で
「
か
が
み

餅
」
の
よ
う
に
、
ふ
っ
く
ら
と

し
た
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

か
が
み
餅

か
が
み
餅

弘
前
市　

相
馬　

昭
子

　

昨
年
の
雪
か
き
は
一
冬
で
数

回
だ
っ
た
の
に
、
今
年
は
一
日

で
多
い
日
は
三
回
く
ら
い
し
て

い
る
。
さ
す
が
に
へ
と
へ
と
に

な
る
。
雪
は
必
要
な
と
こ
ろ
に

だ
け
降
る
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
も
の
か
と
、
無
理
な
の

は
分
か
り
つ
つ
思
っ
て
し
ま
う
。

雪
か
き
に
思
う

雪
か
き
に
思
う

五
所
川
原
市　

よ
し
じ
い

　

持
病
の
手
術
と
リ
ハ
ビ
リ
を

終
え
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
に
退
院

で
き
た
の
で
家
族
揃
っ
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た　

や
っ

ぱ
り
家
族
が
揃
っ
て
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
と
楽
し
い
で
す
よ
ね
♡

健
康
で
あ
る
こ
と
っ
て
有
難
い

で
す
ね
。

家
族
揃
っ
て

家
族
揃
っ
て

平
川
市　

桃
華
伝

　

雪
を
片
付
け
て
は
降
り
、
ま

た
片
付
け
て
は
降
り
、
も
う
体

が
限
界
で
す
。
で
も
健
康
パ
ズ

ル
を
や
っ
て
答
え
が
出
た
と
き

は
と
て
も
う
れ
し
い
。
疲
れ
も

ふ
っ
飛
び
ま
す
。

疲
れ
ふ
っ
飛
ぶ

疲
れ
ふ
っ
飛
ぶ

板
柳
町　

雪
だ
る
ま

　

議
員
さ
ん
に
二
世
三
世
が
多

く
、
都
会
育
ち
で
過
疎
を
語
る

人
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
苦

労
、
辛
抱
知
ら
ず
、
ま
た
教
育

も
幼
稚
園
か
ら
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
に
乗
っ
て
た
人
に
、
本
当

に
国
民
の
た
め
に
な
る
政
治
が

で
き
る
の
か
、
疑
問
を
持
つ
今

日
こ
の
頃
で
す
。
物
価
高
に
古

着
を
着
て
、
除
雪
し
て
い
ま
す
。

こ
の
頃
の
政
治
家

こ
の
頃
の
政
治
家

平
川
市　

覚
蓮
坊

　

「
38
豪
雪
」
の
時

は
、
大
学
を
卒
業
し

て
す
ぐ
に
配
属
さ
れ

た
某
大
手
畜
産
加
工

メ
ー
カ
ー
の
秋
田
工

場
で
毎
日
50
㎝
を
越

す
降
雪
の
中
、
木
造

の
工
場
の
屋
根
の
雪

下
ろ
し
を
、
現
場
の

従
業
員
の
手
を
借
り

て
行
っ
て
い
ま
し

た
。
国
道
７
号
線
は

１
週
間
も
通
行
止
め

が
続
き
ま
し
た
。
新

潟
県
内
で
は
列
車
が

雪
に
埋
も
れ
東
京
か

ら
雪
か
き
の
た
め
多

く
の
鉄
道
マ
ン
が
派

遣
さ
れ
、
列
車
の
救

出
作
業
に
追
わ
れ
ま

し
た
。
当
時
は
道
路

の
除
雪
も
行
わ
れ
て

い
な
い
時
代
で
大
変

で
し
た
。

3838
豪
雪
の
頃

豪
雪
の
頃

黒
石
市　

笹
井　

基
次

＜材料10本分＞
春巻きの皮（ミニ）10 枚
豆苗１パック、ささ身小５本、
塩・こしょう少々、スライスチーズ５枚
水溶き小麦粉【小麦粉・水　各大さじ１】
揚げ油適量、ケチャップ適量
＜作り方＞
❶豆苗は根元を残して半分に切り、
洗ったら水気をよく切っておく。10
等分し巻きやすいように揃えて、手で
押さえておく。

❷ささ身は斜め半分に切り、塩・こ
しょうを振る。
❸スライスチーズは半分に切る。
❹春巻きの皮にチーズ、豆苗、ささ身
の順に重ね、春巻きの皮の袋にある表
示を参考に巻き、巻き終わりを水溶き
小麦粉でのりづけする。
❺ 160℃位に熱した揚げ油で、きつ
ね色になるまで４～５分揚げる。
❻お好みでケチャップを添える。 

1本　エネルギー116Kcal　塩分0.4g（ケチャップ以外）

楽しい お料理楽しい お料理 ☆献立紹介…
健生病院管理栄養士

野呂美奈子

豆苗とささ身チーズの春巻き
豆苗は、抗酸化作用のあるβカロテン、

骨粗鬆症予防に効果があるビタミンKなどが豊富に含まれています。

・住所、氏名が変わった時…。
・引っ越しされた時…。
・�「健康」新聞が２部届いている時…。
・�組合員がお亡くなりになられた時…。
津軽保健生活協同組合　組織部

電話 0172-35-8933

このような時、ご連絡ください

地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院
家族教室のご案内

時　間＊９時30分〜11時30分の開催です。
［参加希望の方は下記までご一報を！］

依存症からの回復
◦３月8日（土）

講師：坂本　隆　医師

増資のお願い
　出資金は病院建設や医療機器の充実、組合員の要求にもとづく
事業や活動を実現するため有効に活用しています。津軽保健生協
の経営基盤と医療介護事業の運営を支える増資にご協力をお願い
します。
　出資金は各事業所窓口で受け付けています。なお、口座振替増
資も利用できますので、組織部（☎0172-35-8933）へご相談
ください。
　病院、診療所をご利用の際は出資金増資スタンプカードをご活
用ください。
　1,000円ごとにスタンプ１個捺印。10個貯めると「健診
500円割引」などの特典があります（特典内容は各事業所で異
なります）。スタンプカードご希望の方、特典内容を知りたい方
は窓口にお声がけください。
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